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１ 研究課題 

  愛されて育つこども 

 

２ 研究・研修の視点 

ここ数年、地球規模で地震・津波・集中豪雨など大きな自然災害が発生している。日本にお

いても、９年前に発生した東日本大震災では、これまで経験したことのない大きな津波に襲わ

れた。町が津波にのみ込まれ、車や家屋が無残に流されたりする映像は今でも鮮明に記憶に残

っている。この津波では、約 1600 名の多くの尊い命が奪われた。この未曾有の災害で、避難の

仕方で助かった命と失われた命、私たちは、災害からどうすれば、命を守ることができるのか

ということについて考え、そして、今後起きる災害に備えていくことが求められている。 

認定こども園として６年目を迎えた桜ヶ丘中央幼稚園では、現在 273 名が在籍している。園

児たちが楽しく様々な体験をとおして、成長していくために、園における安全管理・危機管理

を考えることは最優先事項であると考えてい

る。特に、桜ヶ丘団地北の端に位置している本

園は、鹿児島市のハザードマップにおいて、土

砂災害警戒区域に指定されている園である。集

中豪雨や地震の発生によって、甚大な被害を受

けることも予想される。これまで、非常災害時

における対応マニュアルを作成し対応してき

ているが、土砂災害危険区域に指定された施設

においては、避難確保計画を別途作成し、市に

報告する義務が法律に定められている。 

そこで、土砂災害につながる事象が発生した

場合を視点に、園児を確実に避難誘導し、安全

に保護者に引き渡すまでの流れを明確にする。

また、日常生活における災害への準備や災害発生時の避難誘導、２次避難場所で対応など、全

職員が一団となって研究し、「その時、子どもの命守れますか」という合言葉のもと防災意識

を高め、併せて園の確実な安全管理・危機管理を目指したい。 

 

３ 主な研究・研修の内容と計画 

  本園では、これまで災害に向けた取り組みとして、２年前に災害備蓄倉庫を園庭に設置し、

全園児の個人防災グッズを保管している。また、全館の照明器具を蛍光管からＬＥＤに変更す

るなど災害に向けた取り組みも積極的に進めてきた。昨年度、避難確保計画を策定するに当た

り、災害時の組織の機能化を図り、情報収集、避難経路の安全確保、食料の備蓄、防災機材等

の整備、２次避難先での避難者への対応など細かく検討してきた。そこで、今回この計画を中

心にして、日々の保育で、避難する際に担任としてどのような準備が必要か、また２次避難場

所（園近くの桜ヶ丘中央公園）まで、どのようなことに留意して避難するか、さらには、園児

認定こども園 
桜ヶ丘中央幼稚園 

斜線部分が崖であり
土砂災害危険区域に
なっている 

第３分科会 

園の安全管理・危機管理を考える 

問題提起園 桜ヶ丘中央幼稚園 

問題提起者 和田 芙美佳 
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に対する防災 育をどのように進めるか等について研究することとした。 

研究の主な内容としては、 これまでの避難 の し、 園としての防災 の施設設

備や園児個人の防災グッズに することや避難時に ち す の検討、 避難時の 等に

対する応 置について、 年 に応 た防災 育の進め方について研究することにした。 

  ２年度の研究計画としては、これまでの避難 の し、 計画の作成、実 を

い、実 後は、全職員で 、 検討、 点の 有と次回への引き 等確実にしていく計

画である。 

 

 研究の 要 

1   研究・研修の ーマのとらえ方 

避難 を １回実施してきている。この時 は、園児・

職員全員で の 事である。しかし、避難 そのものが

的な 向になっているとの も多くなりつつあった。

これまで、 災、 害、地震、 などについての非常災

害対応マニュアルは作成し、いつでも できるようにして

いる。 

昨年、鹿児島市は、土砂災害危険地区内にある要 者

施設に対して土砂災害防 法に く「避難確保計画」の

を求め、本園も実 に した計画 を作成した。 

今回取り組 でいる研究は、これまでの非常災害マニ

ュアルと避難確保計画が に し、これまで取り組

できた災害に対する対応の しを図り、さらに 実

した取り組みを目指した意義のある研究である。 

2  研究の内容 

 これまでの避難 の しについて 

全職員に対して、これまでの安全管理や危機管理、

特に災害時における 職員の 担が機能し、

が図れているか、避難 の在り方について、 し、

す きことなど課題を ること。 

 園としての防災 の施設設備や園児個人の防災グッズに すること、避難時に ち

す 等の検討について 

防災 の施設設備 に個人の防災グッズの点検 課題や 時の主 や担任は、

どのような を ち すかの 、また、そのような を保育 等のどこに、どのような

で常設しておく きか等の研究をすること。 

 避難時の 等に対する応 置について 

避難する際に生 る 等に対する応 置について、どう対 す きか、 指導者

（日本 鹿児島 に ）の実 研修を実施する。 

 年 に応 た防災 育の進め方について 

災害 アの中 や あこども保育園の 子 を へいし、 年で災

害を想定した保育指導について、 う 材や指導する際ど なことについて留意す きか

について具体的指導・助言を くことにした。 

3  実  

   避難 実施時 は、これまで保育中（１ ３ ・１３ ）に実施してきたが、

（ あ保育園の先生の実 を ） 

（日 者の方の ）
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しの 、災害はいつ起こるか からないため、園児が 園してくる時 や１ 認定

児が 園した後の時 、 えて、園児がい い な場所で活 している時 、 えば、

・ ・ 園 ちの自 時 、 プールの時 など実 に応 た避難 を実施し、

園児の きや職員の対応などについて整理した。その 、い い な 題点も明らかにな

り、その対策についてまとめることができた。（ １ 照） 

 

 

時  活 場所  題 点 対 策 

0 00  園中 

災害発生時に 園し

ている園児数の 。

園児の 園方法を記した名 を防災

ュッ に準備し、 時は名 を し、 園

確認や人数確認を う。 

中は地震に

きにくい。 

事務員が にす し、 ちの園児は

員から する。 

園中の 迎。 

の対応。 

迎してきた保護者も一 に避難してもらう。 

が した場合、 をみて 車、または避

難場所に向かう。 

10 00 

 

1 00 

 

保育中 

に応 ての

が難しいときがある。

から ュ ー をして危機意識を高

め、担任としての を う。 

園 保育中 

やかに園と を取り合い、その 施設での

に う。 はいつでも対応できるよう

にしておく。 

全園児が集まってい

るとき。 

避難経路の確保をし、 ち いて誘導する。 

食中は、 器や い

による の危険

がある。 

の をしっかり ち、 の に れ、 を

から守ることを優先するように指 する。 

プール中は、

・ である。 

プール非常 近くに避難 ル、 ッ

の準備をした。 

12 30  
お の自

時  

園児がどこにいるの

か が難しい。 

の避難場所ではないとこ に園児が集

まっているため、 ち いたら の場所に

して人数を する。 

1 00  
かり 

保育中 

かり保育や課 時

は園児誘導等に課題

がある。 

かり保育、 園後の課 活 （プール、 マハ、

体 等）は、担任が誘導を 助できるように主

がその場の を し指 する。 

（地震発生時自 の を守る

を取る様子） 

（地震発生時園庭の中央に 

集まる様子） 

（幼児 ・ 児 一 に 

桜ヶ丘中央公園へ避難） 

２次避難（園近くの桜ヶ丘中央公園） の様子  
１ 避難 の 題点と対策
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 本園は、園内で 内 プールを設置しているため、この時 に

災害が発生した場合の避難の方法はとても しい がある。 路に

した非常 は、 があり、この にどう対応するか、また、

や のままで避難させるかなど、検討した 、 のよう

に非常 に ルを置いたり、園児 ルをまとめて置い

たりして災害に備えるようにした。 

 

 

 

 

 

 

  次の は、園庭に設置した災害備蓄倉庫である。この中には、園児全員の個人防災グッズ

が に収 されている。これには、保 食 ッ （ 年 ）、保 （ 年 ）、

、防 ー １ 、 の 点 ッ を ュッ プの に れて保管している。

園時に 自 して、 園・ 園時に する としている。また、担任の非常 ち

し ュッ を しく保育 に常設（保育 を する際は、担任が ち ことにしている。）

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（桜ヶ丘中央公園への２次避

難の様子） 

（防災グッズを一人一人に ） （桜ヶ丘中央公園に避難 ・ 

 ール の中は防災グッズ） 

個人防災グッズも  
避難 （ 児 ）の様子  

（み なで園庭に避難） 

（園児の防災グッズの内容） （全園児の防災グッズ収

庫）（災害備蓄倉庫） 

（ ル（ ）と 

非常 ） 

（非常 の位置（ ）） （園児 ル ー ） （園児 ルと 

避難 ュッ ） 

（災害備蓄倉庫の収 を

確認） 

個人防災グ

ッズに が

っている

か確認して

いる様子 

個人防災グッ

ズの中にある

防 ー を

っている様

子 
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避難確保計画にまとめた 機材等の主な内容は、次の りである。 

 

今後も、 時必要な食料 の の確認や、 機材等の 作確認・整備を実施し、必要に

応 て更 していく予定である。 

  災害により避難する場合、 や など 大な を う 

ことも想定される。職員の応 置として の い方につ

いて、日本 鹿児島 に し、具体的な実

を実施した。 

研修に した職員の 想は のとおりであった。 

 に様々な い方があることを った。 

 を いたまましっかり 定できることなど、災害時はた

めになると た。 

 実際に体験したことや、 の 料も防災 ュッ に常備しておくことで、実 すること

活 の区  備 蓄  

情報収集  

、 2 、

ッ 端 2 、 11 、 中 本、  一 20 本、

20 本  

避難誘導 

名 職員、園児等 、 誘導 2 、 内 2 、 器

1 器、 誘導 ッ 2 、 発 機１機、 、 長 ー

ド、 光器 1機、 ープ、   

施設内の一時避難 

ッ ー（ 0 ）、 00 本 、 （ ッ

）、 防災 ル かし ッ 、 ル 、 ー ー （2

3 ）、 おか （1 30 3 ）、 ュー（36 ）、

ル、 17  

児 防災グッズ お つ、お き、 お 、 ル  

幼児 防災グッズ 個人 防災グッズ（ ッ ー、 、 、防 ー 、 ） 

その  
、 、 ル、 、 ープ、 具、 

ルー ー  

防災 ュッ 中 一  

主 （職員 で管理） 担任 （ 保育 管理） 

先（全 ） 先（ ・職員） 

時 ・引き渡し ード 

（全 ） 

時 ・引き渡し ード 

（ ） 

など を要する 

園児一 （全体） 

など を要する 

園児一 （ ） 

など を要する全 の

（ 、ア ル ーの 等）、  

保 ッ 管理 

 

え、 ッ 、 、 、 、マ 、アル ール プ ー、

ッ ー ー、 ッ ッ ュ、 指 、 記 具、 れ 、 、

ッ ュ、防 ザー （主 防災 ュッ や

器などの設置場所） 

（担任 防災 ュッ の 備

一 ） 

３ 避難確保 材 一  

（ を った実 研修）

２ 防災 ュッ 中 一
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ができる。 

 避難 や災害時の準備など災害が発生する前を想定することが多かったが、災害が起こ

ってしまった後の対応も大 ということが かり、 識を ることができた。 

 を準備しておくと に つことを り、防災 ュッ に常備するようになった。 

 年 に応 た防災 育について 

日本 鹿児島 の を き、本園のこれまでの   

取り組みを 明し、研究の方向について指導をしていた い

た。 安全 仕団の中 ・日 鹿児島 の砂

・ あこども保育園の 子 の先生方の指導の

中で、東日本大震災で、現場の保育 の「あの時、こうして

命を守った」という実 的な を くことができた。 

現在、日本 においても、 に対して災害時に

おける 対応の在り方について を 化しているとのこ

とであった。 

最後に、本園の研究 ーマに対する取り組みについて 明し、 家としての 意 ・ 指

導を受けることができた。この指導を受けて、 年で実施する防災 育をどのような 材を

ってどのように指導していくかについて検討し、次のようなことを 理 した。 

 

 

  ・１・２ 児では、地震等の 時に対して、年 に応 た対応が ましいこと。特に

防災 に れたり、 の を取ったり、マッ を被って を守ったりする 本

的なことを り すようにする。 

 年 組では、大 本「 し  」を て ズなどを し、約 事の 確認をする。 

 年中組は、「 うさいまちがいさがしきけ はっけ 」（日本 ）の大

ーを った指導と保育 内で地震が起こった場合を想定し、保育 の 体模 を自作した

ものを い、地震の れで保育 はどうなるかを視 的に体験させる。 

 年長組は、グーグルアー （ ュー ）を い、園 の様子や避難ルー に

おける危険 所を視 的に えさせ、どのように対応するか かせる。併せて、避難経路

における が予想される ッ や など大事な をまとめた地図を自作した

ものを い、危険 所について し合い、 かせるようにし、その後、実際に避難ルー

を き、これまでの内容を確かめさせる内容とする。 

、それ れの 年の保育指導 と実際の保育の様子をまとめる。 

（研究の方向・内容の ） 

（年 に応 た指導時の 材について職員で検討） 
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・１・２ 児  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

園児は、次のような きを ることができたと考えている。 

○ 防車は、 事や地震が起こった際に してくれる車であること。 

○ 避難の際の約 事を守ることが、命を守ることにつながること。 

○ や保育者の をよく き、 ち いて することが大 ということ。 

○ 防災 を被ることや、マッ を被せてもらったり、 の に れたりということで や

体を守れるということ。また、 ーズなど、幼児が 体を めることにより、

や 体の大 な を守ること。 

 

年 組  

  

 

 

 

 

 

（ 児防災 で を守る） 

（１ 児み な集まって 

マッ で体を守る） 

料１ ・１・２ 児指導計画

（２ 児 ーズを 

する幼児） 

（大 本の 材） 
（大 本を って防災の指導） （しっかり を守る ） 

 

 

 

い  

・ が の の が分 る 

・ 者の を るこ がで る 

幼 の  

・ を て こ で いて で る 幼 が えて ている  

・ な の に いて 幼 が いる  

る 幼 の  者の ・  

こ での を り る  

 

の を る  

 

も の の を

る  

も の の 認を る  

    ない ない 

 ない も ない 

   

 

 

に いて り に

を て る  

 

 

の の り を考える  

 の に る  

 を る      など 

 

災 を る  

 

 

に園 に る  

者の で園 に る  

に る  

 

の を り る  

いて こ  

の に を る がある い こ

 

 

・ 幼 の を に なが

の を り る  

・ を で こ を い

災害が起こっ に る

であるこ を る  

・ い の中で を

なが も の を

認 る  

・ も の に の に

な が ているこ を り

を りなが るこ が

で る に を てい  

・ の を なが

を で を えるこ で

分の を るこ がで るこ を

える  

・ を り の に

り て が て

に どの に を る を 幼

に考えてい   

・ 災 を るこ がで ない 幼

に 者が 認を い

に を に る  

・ に を

が を 定 て で る

に る  

・ がる 幼 に で安 で る

な を に る  

・ に災害が起 でも 者

の を いて を

るこ がで る に の

に いて り りを ってい  
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園児は、次のような きを る

ことができたと考えている。 

 の町の様子と災害時の町の

様子の いに くこと。 

 地震発生時の保育 内の変化に

くこと。 

 地震発生時の園庭の変化に

くこと。 

 内にいる時と園庭にいる時の

避難の仕方が うこと。 

 様々な を って自 の を守

れること。 

 地震発生時は保育 内も危険で

あるということ。 

 

 

 

年中組３  

した 材は、日本 の「 うさいまちがいさがしきけ はっけ 」の地震 を

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材「 うさいまちがいさがしきけ はっけ 」

（日本 ）

（大 ーを って 

防災意識の育成） 

（保育 の 体模 ）  「 て れそう 」 「 ア のそばは危ない 」 

「この は危険かな」 

料２ 年 組の指導計画
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「ここが危ないよ 」 

園児は、次のような きを るこ

とができたと考えている。 

 地震発生時に様々な が し

たり、 したりすること 

○ 保育 内の危険 所を理 する

こと 

○ 災害時の を て、 れて

くるもの けでなく、 ちてくる

や時計、 ーがついた が

危険 ということ。 

 を守ることが大 ということ。 

 がなくても、かば や の で

して を守ることが るこ

と。 

 た れるのではなく、 の を

つことで が かないこと。 

 保育 に ーが いた

があること。 

危険 所さがし  

 けでなく、 にも

が われていること。 

 に ーがついて

いること。 
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園児は、次のような成 を る

ことができたと考えている。 

 幼稚園が の にあること

を、 ー ューで るこ

とでさらに実 することがで

きた。 

 危険 所に対する視 が

がった。 

 家や などが すると

想定し、 時には 路の

中を くこと。 

 防災グッズがあることを

っていたが、中 を確認した

り、体験したりすることで防災

への意識が高まっていた。 

 避難 の際、 を て、

安全確保をするようになり、意識 

が変わった。 

 

 まとめ 

 今回、様々な災害の場 を想定することで課題が明確になり、一つ一つの課題について最

策を考え、準備を進めることができた。また、職員一人一人が から災害時の場 を想

定し することへの意識を高めることができた。 

 年の発 、理 に合わせた指導方法について研究し、実 できたことで、幼児も

体験を して 、危機意識を高め１ 年 との指導・ きの を たせることが

要であると理 した。 

 避難 や災害時指導を して、 から危機意識を高めるようになり、 常の にも

しっかり を けることができたり、 ち いた をとったりする が られるようにな

ってきた。保育者も幼児が意識できるような けをすることが 要であると かった。 

 

６ 今後の課題 

 本研究では、 の際どこに避難し、子どもは無事でいるのか等の情報を、保護者に、ど

のように らせ、その場所でいかに引き渡すかについて、 な や研究ができなかった。 

 日 より、地域の方々との を作ることが、災害時における際の大きな になる。今後、

地域との の在り方をさらに研究していきたい。 

 災害が発生したその時に、 に対 できるか 安は残る。先日の震度 の地震には、ま

ま 点も多かった。その時しっかり できる を いながら、それ れがより ま

しい ができることを目指して日々 進していきたい。 
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